
                              

 

        

去
る
11
月
29
日
（
水
）、
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

に
お
い
て
「
民
生
委
員
制
度
創

設
１００
周
年
を
振
り
返
る
」
を
テ

ー
マ
に
第
66

回
青
森
県
社
会

福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
大
正

６
年
か
ら
今
日
ま
で
の
民
生
委

員
制
度
の
移
り
変
わ
り
と
、
そ

の
時
々
の
社
会
情
勢
に
応
じ
た

多
様
で
地
道
な
活
動
の
様
子
が

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
、
ル
ー
テ
ル
学
院

大
学
の
市
川
一
宏 

教
授
を
講

師
に
、
『
民
生
委
員
制
度
創
設

100

周
年
を
振
り
返
る
～
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
た
め
に
～
』
と
題
し
て
、

創
設
期
か
ら
の
活
動
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
現
在
の
、
住
民
の
孤

立
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
の
問
題
な
ど
を
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
深
刻
化
す
る
高
齢 

 

       

社
会
、
複
雑
な
住
民
課
題
が
山

積
す
る
現
代
に
お
い
て
、
民
生

委
員
と
地
域
住
民
の
関
わ
り
な

ど
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

                 

 

 

受
賞
者
の
ご
紹
介 

 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

■
民
生
委
員
児
童
委
員 功

労
表
彰 

古

田

哲

也 

冨

田

玲

子 

岩
間
た
つ
子 

小

泉

光

悦 

鈴

木

祐

子 

淺
沼
恵
美
子 

飯

田

弘

子 

山

村

悦

子 

浪

岡

ち

や 

■
民
間
社
会
福
祉
施
設
従
事
者 

 
 
 
 
 

功
労
表
彰 

山

崎

壮

和 

種

市

博

幸 

中

平

智

弘 

水

野

英

子 

青

池

優

子 

山
本
由
美
子 

黒

田

一

江 

■
共
同
募
金
10
年
以
上
奉
仕
功
労 

 

岡
三
沢
七
丁
目
町
内
会 

 

岡
三
沢
六
丁
目
町
内
会 

■
共
同
募
金
20
年
以
上
奉
仕
功
労 

 

本
岡
三
沢
町
内
会 

岡
三
沢
四
・
五
丁
目
町
内
会 

 

岡
三
沢
八
丁
目
町
内
会 

 

松
原
町
町
内
会 

 
泉
町
第
二
町
内
会 

 
大
町
第
２
特
借
宿
舎 

 

下
久
保
町
内
会 

■
共
同
募
金
70
周
年
記
念 

特
別
感
謝 

奉
仕
功
労 

 

山

本

正

文 

石

橋

孝

子 

■
共
同
募
金
70
周
年
記
念
特
別

感
謝 

多
額
寄
付 

 

坂 

本 

ユ 

キ 

米
軍
三
沢
基
地
一
同 

 

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地 

隊
員
一
同 

 

三
沢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

三
沢
市
役
所
職
員
一
同 

 

三
沢
市
赤
十
字
奉
仕
団 

 

大
三
沢
婦
人
会 

 

三
沢
市
更
生
保
護
女
性
会 

 

住
友
化
学
労
働
組
合
三
沢
支
部 

 

三
沢
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会 

 

春
日
台
保
育
園
い
ち
い
の
会 

 

三
沢
市
身
体
障
害
者
福
祉
会 

 

い
ち
い
幼
稚
園
父
母
の
会 
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地域をつなぐお手伝い ―だれもが住み慣れたまちで安心して暮らせる社会をめざして― 

第
66
回  

青
森
県
社
会
福
祉
大
会  

[

謝
辞
を
述
べ
る
冨
田
玲
子
氏] 



       

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
低

所
得
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、
資

金
の
貸
付
け
に
よ
り
、
そ
の
世

帯
の
自
立
更
生
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
」
を
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

受
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
２

月
１
日
よ
り
教
育
支
援
資
金

（
教
育
支
援
費
・
就
学
支
度
費
）

の
借
入
申
込
の
受
付
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

●
借
り
入
れ
ケ
ー
ス
の
例 

○
授
業
料
の
不
足
分 

○
修
学
中
の
、
家
賃
・
寮
費
・

通
学
定
期
代
が
足
り
な
い 

○
入
学
金
・
制
服
や
教
科
書
等

の
購
入
費
用
が
足
り
な
い 

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類 

① 

借
入
申
込
書 

② 

世
帯
全
員
の
住
民
票 

③ 

所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
世 

帯
の
中
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
）       

④
使
途
明
細
書
と
そ
の
根
拠
と 

な
る
も
の(

学
校
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
見
積
書
等)

  

⑤ 

合
格
通
知
書
又
は
入
学
許

可
書
、
在
学
中
の
場
合
は
在

学
証
明
書 

⑥ 

そ
の
他
、
本
会
が
必
要
と
す

る
書
類 

⑦ 

地
区
の
民
生
委
員
意
見
書 

●
貸
付
対
象
世
帯 

 

資
金
の
貸
付
及
び
必
要
な
支

援
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独

立
自
活
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
で
あ
り
、
世
帯
所
得
が
一

定
以
下
で
他
か
ら
の
資
金
融
資

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
。 

※
他
制
度
優
先 

あ
ら
か
じ
め
教
育
ロ
ー
ン
等
へ

の
貸
付
相
談
、
各
種
奨
学
金
や

免
除
制
度
へ
の
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
借
入
等

も
利
用
で
き
な
い
世
帯
が
、
本

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

・
金
融
機
関
の
教
育
ロ
ー
ン 

・
学
校
独
自
の
奨
学
金
制
度 

・
国
の
教
育
ロ
ー
ン 

・
青
森
県
育
英
奨
学
会 

・
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金 

・
母
子
寡
婦
福
祉
資
金 

等 

                         

●
申
込
者 

 

他
制
度
の
利
用
が
難
し
い
世

帯
に
対
し
て
、
子
ど
も
等
を
借

入
申
込
者
と
し
、
保
護
者
を
連

帯
借
入
申
込
者
と
し
ま
す
。
原

則
、
連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す
。 

                         

     

●
資
金
の
種
類 

・
総
合
支
援
資
金 

失
業
者
等
に
対
し
、
継
続
的

な
就
労
支
援
や
家
計
指
導
等

と
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。  

・
福
祉
資
金 

民
生
委
員
に
よ
る
必
要
な
相

談
援
助
と
資
金
の
貸
付
を
行

い
ま
す
。  

・
教
育
支
援
資
金(

上
記
参
照) 

・
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金 

 

不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
、

要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担

保
型
生
活
資
金 

●
対
象
世
帯 

 

低
所
得
者
世
帯
・
障
害
者
世

帯
・
高
齢
者
世
帯 

◎
い
ず
れ
も
、
制
度
の
利
用
に

よ
り
世
帯
の
自
立
更
生
が
見
込

ま
れ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

資
金
の
種
類
に
よ
っ
て
、
対
象

者
や
貸
付
条
件
、
限
度
額
等
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

※但し、ローン等の借入金の返済により生活が困窮している
場合は対象となりませんのでご注意ください。 

福祉太郎（世帯主）会社員     210,000円 

 花子（妻）  パート勤務    60,000円 

 一郎（長男）  中 3・児童手当   10,000円 

 次郎（次男） 小 6・児童手当   10,000円 

 ハナ（太郎の母）無職・年金   60,000円 

世帯収入合計         350,000円 

生
活
福
祉
資
金
「
教
育
支
援
資
金
」
の 

「社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成されています。 

■この世帯の場合 

月収合計 35万円 

世帯員数  5人 

35万÷5人＝7万円 

｢

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度｣ 

の
ご
紹
介 

→１人当たりの月収が 

７万円となるため、福祉

さん宅はこの制度の 

貸付対象となります。 

（金額は月収です） 

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す 

参考：本制度では、世帯員

一人あたりの一ヵ月の 

収入が、８万円程度を対象

世帯の目安としています。 

 

＊ ５人世帯の福祉さん宅の例 ＊ 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 

  
 

 11
月
11
日
（
土
）
、
県
民
福
祉

プ
ラ
ザ
で
「
平
成
29
年
度
青
森

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

          

午
前
中
は
十
和
田
バ
ラ
焼
き

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
舌
校
長
（
ぜ
っ

こ
う
ち
ょ
う
）
畑
中
宏
之
氏
を

講
師
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
地

域
で
根
付
か
せ
る
た
め
に
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

開
催
の
際
、
準
備
の
段
階
か
ら 

     

小
中
高
生
に
活
動
の
機
会
を
た

く
さ
ん
設
け
た
と
こ
ろ
、
地
元

愛
に
目
覚
め
た
子
供
た
ち
の
活

躍
に
よ
り
地
域
全
体
が
元
気
を

取
り
戻
し
て
い
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
「
あ

り
が
と
う
」
の
交
換
で
生
ま
れ

る
感
動
が
、
地
域
や
人
を
愛
す

る
気
持
ち
に
な
り
、
そ
の
愛
が

つ
な
が
っ
て
、
将
来
へ
続
い
て

い
く
と
い
う
お
話
に
、
会
場
も

大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。 

午
後
は
会
員
や
学
生
に
よ
る

活
動
発
表
で
、
踊
り
の
披
露
や

活
動
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生

の
発
表
で
は
参
加
者
も
一
緒
に

体
操
を
行
い
、
会
場
に
は
爽
や

か
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

      

    

     

12
月
５
日
（
火
）、
三
沢
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
「
広
が
れ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の 

わ 

交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

士
の
交
流
や
情
報
交
換
を
行
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
、
上
十
三

地
区
で
は
三
沢
市
を
会
場
に
、

約
80
名
が
集
い
ま
し
た
。 

●
講
演
「
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

す
る
理
由 
～
永
六
輔
さ
ん
に

背
中
を
押
さ
れ
て
～
」 

青
森
県
青
年
海
外
協
力
協
会

事
務
局
長
の
相
馬
多
一
郎
氏
を

講
師
に
、
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

た
き
っ
か
け
な
ど
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

      

    

永
六
輔
氏
の
言
葉
に
よ
る
と
、

人
は
う
れ
し
い
と
長
生
き
の
ホ

ル
モ
ン
が
出
る
の
だ
そ
う
で
、

「
人
が
喜
ん
だ
り
助
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
最
高
に
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
の
相
馬
氏
。「
み
ん
な
の

長
生
き
の
た
め
に
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
の
言
葉
に
、
一
同
背
中
を
押

さ
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

●
活
動
発
表
① 

脳
を
育
て
る
会 

   

    

  

脳
を
育
て
る
会(

横
浜
町)

か

ら
は
、
活
動
紹
介
と
し
て
健
康

に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
食
品
に
含
ま
れ
る

油
や
砂
糖
、
添
加
物
な
ど
が
脳

や
体
に
及
ぼ
す
影
響
や
、
積
極

的
に
摂
り
た
い
食
品
な
ど
の
お

話
に
、
参
加
者
は
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

●
活
動
発
表
② 

大
三
沢
婦
人
会 

            
 

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
演
奏
か

ら
始
ま
っ
た
大
三
沢
婦
人
会
の

発
表
。
活
動
の
歩
み
や
施
設
慰

問
、
米
軍
基
地
内
の
方
々
と
の

交
流
の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
楽
し
い
演
奏
と
お
話

に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

（
事
務
局
） 

 

 
青
森
県 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い 

 

30 年 2 月 1 日 

広
が
れ
！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

わ 

交
流
会 



       [

寄
附
金]

 

三
沢
商
業
高
等
学
校 

 

２
年
３
組 

様 

11
月
28
日 

 
 

７
２
０
円 

文
化
祭
バ
ザ
ー
の
益
金
か
ら 

福
田 

妙
子 

様 

12
月
７
日 

３
０
０
，
０
０
０
円 

田
中 

テ
ツ 

様 

12
月
７
日 

１
０
，
０
０
０
円 

木
曜
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

（
会
長 

小
野 

弘
雄
）
様 

12
月
７
日 

２
０
，
０
０
０
円 

サ
ー
ク
ル
会
費
の
中
か
ら 

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
О
Ｂ
会 

（
会
長 

森 

三
郎
）
様 

及
び 

航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体
つ
ば

さ
会 

三
沢
つ
ば
さ
会 

（
会
長 

倉
持 

晶
郎
）
様 

12
月
20
日
６
７
，
０
０
０
円 

合
同
忘
年
会
で
の
歳
末
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ビ
ン
ゴ
の
益
金
か
ら 

ヨ
シ
ダ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ 

（
代
表 

吉
田 

勝
美
）
様 

12
月
26
日 

１
０
０
，
０
０
０
円 

ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー 

テ
ィ
ー
の
益
金
か
ら 

株
式
会
社
エ
ー
ア
ン
ド
エ
フ 

 
 
 
 

パ
チ
ン
コ
三
沢 

様 

12
月
26
日 

１
１
，
４
４
８
円 

店
舗
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
募
金
箱
か
ら 

い
こ
い
の
家 

（
代
表 
昆 

ヤ
ス
）
様 

12
月
27
日 
１
５
，
０
０
０
円 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ク
ラ
ブ
の
作

品
の
売
上
の
一
部
よ
り 

三
沢
み
ち
の
く
会 

（
会
長 

佐
々
木 

清
）
様 

12
月
28
日 

１
０
０
，
０
０
０
円 

基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
親

睦
会
費
か
ら
寄
附 

岡
三
沢
青
年
部 

（
部
長 

木
村 

弘
）
様 

１
月
４
日 

１
２
，
９
５
２
円 

元
朝
参
り
の
出
店
で
の
収
益

金
か
ら 

中
央
院
梅
花
講 

（
代
表 

斎
藤 

豊
紀
）
様 

１
月
９
日 

３
０
，
０
０
０
円 

寒
修
行
の
喜
捨
と
し
て 

三
沢
キ
リ
ス
ト
教
会 

様 

１
月
９
日 

３
０
，
０
０
０
円 

 

古
間
木
保
育
所
と
合
同
で
開

催
し
た
ち
ゃ
っ
こ
い
バ
ザ
ー

の
益
金
よ
り 

山
本 

昭
三 

様 

１
月
12
日 

１
０
，
０
０
０
円 

大
和
講
三
沢
支
部
玉
泉
寺 

（
代
表 

月
舘 

キ
ミ
）
様 

１
月
16
日 

２
０
，
０
０
０
円 

寒
修
行
の
喜
捨
と
し
て 

 [

物
品
寄
附]

 

三
沢
商
業
高
等
学
校 

２
年
３
組 

様 

11
月
28
日 

車
椅
子
２
台 

文
化
祭
で
行
っ
た
バ
ザ
ー
の

益
金
か
ら 

           

                              

                         

川

柳

の

時

間 
 

 

福
祉
川
柳
～ 

初
夢
は
一
富
士
二
鷹
三
福
祉 

ご
近
所
の
善
意
福
祉
の
助
け
舟 

時
事
川
柳
～ 

「
西
郷
ど
ん
」
女
性
目
線
の
大
河
枠 

最
高
値
大
間
マ
グ
ロ
が
つ
り
上
げ
る 

厄
介
な
国
が
一
番
近
い
国 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
Ｏ
Ｂ 

松
田 

 
 

 
 

 

この社協だよりは、皆さまからいただいた「赤い羽根共同募金」の配分金で作成しています。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

11
月
28
日
か
ら
１
月
25
日 

 
 

ま
で
に
頂
い
た
ご
寄
附
と 

災
害
義
援
金
を 

ご
紹
介
し
ま
す
。 

法律相談日のお知らせ 

社協では、弁護士による無料法律相談を行って 

います。相談時間は午後１時からで、一人につき

30分。事前の予約が必要です。  

相談日  2月 13日(火) 3月 13日(火) 

困りごと相談・予約は ５２‐３２７０ 

三沢市社会福祉協議会 ふれあい相談所まで 

 

税制上の優遇措置について 

社会福祉協議会・共同募金委員会への寄附は、所

得税法及び法人税法上の優遇措置が認められて

おります。 

▶個人：所得控除か税額控除を選択できます。 

▶法人：寄附金の全額を損金算入できます。 


